
〈
食
農
ネ
ッ
ト
〉首
都
圏
地
域
研
究
会
か
ら

玉
川
上
水
を
歩
き
ま
し
た

東
京
・
調
布
市
立
第
三
中
学
校

福
田

恵
一

「
食
農
教
育
」
の
読
者
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
、
研
究
会
で
交
流
す
る
「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
農
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
略
称
・
食
農
ネ
ッ
ト
）」。
山
形
、
新
潟
、

徳
島
、
鹿
児
島
に
続
き
、
昨
年
、
「
首
都
圏
地
域
研
究
会
」

が
結
成
さ
れ
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
第
一
回
研
究
会
は

東
京
学
芸
大
学
の
木
俣
美
樹
男
さ
ん
の
お
話
と
附
属
環
境
教

育
実
践
施
設
の
見
学
、
第
二
回
は
遠
藤
正
さ
ん
の
勤
め
る
八

王
子
市
立
由
木
西
小
学
校
で
「
春
の
七
草
の
寄
せ
植
え
と
竹

炭
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
第
三
回
研
究
会

の
案
内
役
を
つ
と
め
た
福
田
先
生
に
、
そ
の
も
よ
う
を
レ
ポ

ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）

大
地
に
水
を
送
る

知
恵
を
た
ど
る

二
月
三
日
（
土
）
の
第
三
回

研
究
会
は
、
私
の
つ
た
な
い
案

内
で
、
羽
村
～
拝
島
間
の
玉
川

上
水
歩
き
を
や
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
羽
村
駅
東
口
す
ぐ

の
五
の
神
神
社
内
に
あ
る
「
ま

い
ま
い
ず
の
井
戸
」
を
見
て
、

台
地
上
の
水
の
得
に
く
さ
を
確

認
。そ

こ
か
ら
、
多
摩
川
北
岸
の

段
丘
を
二
段
下
り
な
が
ら
、
取

水
堰
に
行
っ
て
、
堰
の
役
割
や

構
造
（
大
水
の
時
、
破
壊
を
免

れ
る
た
め
に
主
要
部
分
以
外
を

流
し
て
し
ま
う
）
、
甲
州
流
治

水
術
（
水
勢
を
弱
め
、
堤
防
を

守
る
た
め
の
雁
行
堤
�
だ
し
）

な
ど
を
見
ま
し
た
。

羽
村
は
、
江
戸
か
ら
四
〇
�

以
上
は
な
れ
た
台
地
上
の
地

点
。
一
般
に
、
大
河
川
の
下
流

・
沖
積
平
野
は
、
水
田
の
適
地

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は

間
違
い
。
平
野
で
は
、
一
番
低

い
と
こ
ろ
を
流
れ
る
川
の
水
を

田
ん
ぼ
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
逆
に
、
洪
水

が
起
き
れ
ば
、
す
ぐ
に
氾
濫
原

に
な
っ
て
し
ま

う
。
つ
ま
り
、
平

野
に
田
ん
ぼ
を
作

る
た
め
に
は
、
平

野
部
よ
り
か
な
り

上
流
の
高
い
地
点

か
ら
用
水
を
引
い

た
り
、
よ
け
い
な

水
を
水
路
で
海
に

出
さ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
そ
の

川
全
体
を
支
配
す

る
大
き
な
権
力
が

不
可
欠
、
し
た
が

っ
て
、
大
河
川
流
域
の
水
田
開

発
は
少
な
く
と
も
戦
国
以
降
、

武
蔵
野
台
地
に
引
水
す
る
玉
川

上
水
は
、
そ
の
意
味
で
も
、
す

ぐ
れ
て
「
江
戸
時
代
」
的
な
の

で
す
。

そ
し
て
、い
よ
い
よ
崖
上
り
、

私
た
ち
は
用
水
に
そ
っ
て
第
一

段
目
の
崖
を
登
り
ま
す
、
す
る

と
、
し
ば
ら
く
深
く
掘
る
こ
と

で
つ
い
て
き
て
い
た
用
水
が
、

し
だ
い
に
掘
る
勾
配
を
、
台
地

上
の
勾
配
に
合
わ
せ
て
浅
く
し

て
ゆ
き
、ほ
ん
の
一
�
ほ
ど
で
、

台
地
の
上
に
ち
ゃ
ん
と
出
て
く

る
。
玉
川
上
水
は
こ
う
や
っ
て

崖
を
登
る
の
で
す
（
こ
こ
が
い

ち
ば
ん
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
だ

け
ど
、
説
明
が
難
し
い
）。

次
は
田
村
分
水
。
用
水
か
ら

は
多
く
の
分
水
が
出
て
、
周
辺

の
村
々
の
生
活
用
水
や
、
水
車

用
の
動
力
源
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
最
初
の
分
水
で
あ
る

田
村
（
福
生
）
分
水
も
酒
造
家

で
あ
る
田
村
家
の
水
車
を
回
し

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
拝
島
駅
ま
で
行
っ

て
、
殿
ヶ
谷
分
水
、
拝
島
分
水

取
水
口
を
見
ま
す
。
殿
ヶ
谷
分

水
は
玉
川
上
水
が
初
め
て
北
側

（
多
摩
川
と
は
反
対
側
）
に
出

す
分
水
で
す
。と
い
う
こ
と
は
、

玉
川
上
水
は
、
羽
村
の
堰
か
ら

た
っ
た
五
�
ほ
ど
で
、
崖
を
二

段
上
が
り
、
す
で
に
台
地
の
ほ

ぼ
中
央
に
た
ど
り
つ
い
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
あ
と
、
玉
川
上

水
は
武
蔵
野
台
地
の
一
番
高
い

部
分
を
流
れ
、
南
北
に
多
く
の

分
水
を
出
し
、
そ
れ
に
そ
っ
て

多
く
の
新
田
が
開
発
さ
れ
ま
し

た（
た
だ
し
、台
地
上
の
新
田
に

は
さ
す
が
に
田
ん
ぼ
を
作
る
ほ

ど
の
水
は
送
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど

が
畑
新
田
。
用
水
は
飲
み
水
や

生
活
用
水
に
使
わ
れ
ま
し
た
）。

と
、
こ
こ
ま
で
。
夏
な
ら
こ
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羽村取水堰は柔構造になっている

田村分水の取り口

食育ビデオシリーズ 食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

で
健
や
か
に

Ｖ
Ｈ
Ｓ

全
３
巻

各
２０
分

●
３
１
５
０
０
円

Ｄ
Ｖ
Ｄ

全
１
枚
（
３
巻
分
収
録
）
●
３
１
５
０
０
円

監
修
・
早
渕
仁
美

食
育
の
便
利
な
ツ
ー

ル
と
し
て
注
目
の

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
。
そ
の
見
方

・
考
え
方
、
実
際
の

食
生
活
改
善
に
生
か

す
方
法
を
、
楽
し
く

解
説
。
食
育
イ
ベ
ン

ト
、
料
理
教
室
、
学

校
で
の
授
業
な
ど
で

活
用
を
！

１［
基
本
編
］食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
っ
て
何
？

２［
地
域
で
実
践
編
］私
た
ち
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

３［
大
人
の
実
践
編
］メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

防
ぐ
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

食
・
か
ら
だ
・

く
ら
し
の
探
検

全
３
巻

Ｖ
Ｈ
Ｓ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

●
３
１
５
０
０
円

子どもたちに伝えたい朝食の大
切さ、食べものの選び方、地域
の食文化の３つのテーマを子ど
もの目線でわかりやすく描く。
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こ
か
ら
残
堀
川
と
の
交
差
点
ま

で
行
っ
て
「
逆
サ
イ
ホ
ン
」
構

造
で
、
川
の
下
を
く
ぐ
る
伏
越

を
見
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
き
ょ

う
は
省
略
。

水
力
が
さ
さ
え
た

産
業
、
暮
ら
し

五
日
市
線
で
熊
川
駅
に
出

て
、
明
治
期
に
作
ら
れ
た
熊
川

分
水
を
た
ど
り
ま
す
。
こ
の
時

期
（
分
水
開
削
時
）
に
な
る
と

分
水
は
、
水
車
の
動
力
源
と
し

て
の
要
求
が
強
く
な
り
、製
糸
、

酒
造
な
ど
の
工
場
が
分
水
を
ひ

き
こ
み
水
車
を
回
し
て
い
ま
し

た
。
分
水
の
あ
ち
こ
ち
に
水
車

用
に
深
く
溝
を
き
っ
た
あ
と
も

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
約
五

分
で
熊
川
分
水
は
ド
ウ
ド
ウ
橋

（
台
地
上
か
ら
直
接
滝
の
よ
う

に
多
摩
川
に
流
れ
込
む
）
で
多

摩
川
に
落
ち
ま
す
。

そ
の
後
、
そ
の
分
水
を
ひ
く

最
大
の
力
と
な
っ
た
石
川
酒
造

（
工
場
内
に
「
玉
川
上
水
熊
川

分
水
」の
碑
も
た
っ
て
い
ま
す
）

に
も
ど
り
、
地
ビ
ー
ル
で
の
反

省
会
と
な
り
ま
し
た
。

西
多
摩
（
羽
村
）
を
は
な
れ

て
二
年
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
玉
川
上
水
の
す
ご
さ
が
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
授
業
で
は
取
り
上
げ
た
い

で
す
し
、
ま
た
、
私
は
調
布
に

勤
め
る
も
の
と
し
て
、
新
し
い

地
元
の
教
材
を
発
掘
せ
ね
ば
、

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
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参
加
者
の
感
想
か
ら

二
月
三
日
は
、
大
変
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
節
分
、
暦
の
う
え
で

は
、
季
節
を
分
け
る
日
と
い
う

よ
う
で
す
が
、
こ
の
日
は
、
冬

も
お
わ
り
と
感
じ
る
暖
か
い
一

日
で
し
た
。
青
梅
線
、
羽
村
駅

を
お
り
る
と
、
く
ね
く
ね
し
た

オ
ブ
ジ
ェ
が
出
迎
え
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
な
ぜ
？

と
思
い

ま
し
た
が
、集
合
し
て
す
ぐ「
ま

い
ま
い
ず
の
井
戸
」
を
見
て
納

得
。
馬
の
水
飲
み
場
・
羽
村
の

堰
・
河
岸
の
跡
・
上
水
の
付
け

替
え
・
田
村
分
水
・
酒
造
家
・

水
車
跡
・
桜
堤
・
他
・
順
不
同
、

見
所
満
載
、
堪
能
し
ま
し
た
。

し
め
は
、
石
川
酒
造
で
、
み
ん

な
で
「
お
つ
か
れ
さ
ん
」
と
地

ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
お
い
し
い

水
？
を
味
わ
い
ま
し
た
。
や
は

り
、
最
後
は
「
食
」
で
す
ね
。

（
埼
玉
・
小
学
校
教
員

松
崎

忠
央
）

「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
農
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
は

（
１
）
土
に
根
ざ
し
た
食
育

（
２
）
元
気

な
学
校
・
地

域
づ
く
り
を

実
践
的
に
す

す
め
る
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
で
、

二
〇
〇
五
年

七
月
に
結
成

さ
れ
た
。
代

表
委
員
は
嶋

野

道

弘

氏

（
文
教
大
学

教
授
。
前
・

文
部
科
学
省

主

任

視

学

官
）
。
一
年

に
一
回
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る

ほ
か
、
日
常
的
に
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
食

農
教
育
・
食
育
の
活
動
事
例
を

紹
介
し
た
り
、
教
材
づ
く
り
や

行
政
・
団
体
・
企
業
に
よ
る
関

連
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ポ
ー
ト
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
山
形
、
新
潟
、
首
都

圏
、
徳
島
、
鹿
児
島
で
地
域
研

究
会
を
開
き
、
実
践
交
流
を
す

す
め
て
い
る
。

「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
農
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
正
会
員
の

条
件
は
「
食
農
教
育
」
の
定
期

購
読
者
で
あ
る
こ
と
。
会
費
は

無
料
。
正
会
員
に
は
メ
ル
マ
ガ

が
送
ら
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

コ
メ
ン
ト
し
た
り
、
情
報
を
発

信
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
メ
ル
マ
ガ
会
員
も
募
集
中
。

http
://syokunou.net/

〈食農ネット〉２００６年

全国フォーラムのようす。

左はホームページ。

雑雑誌誌読読者者ががイインンタターーネネッットトとと研研究究会会でで交交流流すするる

地地域域にに根根ざざししたた食食農農教教育育ネネッットトワワーークク

農
業
体
験
で

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
つ
く
る
シ
リ
ー
ズ

全
３
巻

Ｖ
Ｈ
Ｓ

●
揃
３
１
５
０
０
円

農
業
体
験
を
軸
に
地

域
と
結
ん
で
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」

を
つ
く
る
―
学
校
関

係
者
か
ら
、
広
く
父

母
、
地
域
の
食
農
教

育
応
援
団
に
向
け

て
、
そ
の
構
想
や
具

体
的
な
進
め
方
を
事

例
を
通
し
て
紹
介
。

１
学
校
農
園
で

い
き
い
き
農
業
体
験

千
葉
県
我
孫
子
第
二
小
学
校

農
家
を
先
生
に
、
田

畑
を
借
り
た
「
学
校
農
園
」
で
の
本
格
的
な
イ
ネ
つ

く
り
・
野
菜
つ
く
り
実
践
。
３５
分

２
生
命
を
学
ぶ

わ
く
わ
く
飼
育
実
践

長
野
県
伊
那
小
学
校

ク
ラ
ス
で
取
り
組
む
子
豚
飼

育
。「
生
命
の
大
切
さ
」「
生
き
る
力
」
を
切
実
に
感

じ
と
る
実
践
。
４８
分

３
学
校
田
で

お
も
し
ろ
稲
作
体
験

石
川
県
木
場
小
学
校

ア
イ
ガ
モ
稲
作
の
実
践
を
パ

ソ
コ
ン
で
全
国
に
発
信
。
広
が
る
総
合
学
習
。
３０
分
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ビデオ




